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協働のまちづくり条例（案）の中間報告②

地区公民館が変わります⑧

松くい虫被害が拡大しています⑨

STOP THE 滞納⑩

町立病院の産婦人科診療の変更について⑪

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町企画課

冬の新しい味覚“寒ざらし鮎”
あゆ茶屋では、鮎を冷たい川風に当ててうま味を凝縮する寒ざらしの作業が行われています。３～５日間ほど凍っては解けを
繰り返すうちに、うま味が凝縮し上品な味に仕上がります。冬の味覚として、本格的に売り出し始めて２年目。今年は、去年
より4000匹多い１万匹を作る予定です。作業は３月まで続けられます。
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町
�
共
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協
力
�

�
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�
�
行
�
�
協
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�
�
�
�
�
進
�
�
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自
治
�
確
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�
�
�
�
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要

�
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�
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�
�

�

私
�
�
�
�
�
�
�
�
以
上

�
幸
�
�
満
足
感
�
実
感
�
�

�
豊
�
�
住
�
�
�
町
�
実
現

�
向
�
�
�
町
民
�
町
�
�
�

�
�
�
役
割
�
認
識
�
�
互
�

�
協
力
�
�
�
�
�
�
�
�
進

�
�
�
�
�
�
�
�
�
条
例
�

制
定
�
�
�
�

【
説
明
】

・
前
文
は
、
条
例
制
定
の
趣
旨
を

　

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
を

　

踏
ま
え
、
未
来
に
向
け
た
ま
ち

　

づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述

　

べ
、
住
民
自
治
の
実
践
と
さ
ら

　

に
住
み
よ
い
町
の
創
造
を
決
意

　

し
て
い
る
。

・「
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
」と
し
て

　

い
る
の
は
、「
協
働
」
と
い
う
表

　

現
は
定
着
し
つ
つ
あ
る
が
、
と

　

も
に
協
力
を
し
て
働
き
「
汗
」

　

を
か
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

　

い
う
大
変
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

　

こ
と
か
ら
、
と
も
に
協
力
し
て

　

す
ば
ら
し
い
町
を
創
造
し
て
い

　

く
と
い
う
意
味
で
「
協
創
」
と

　

し
て
い
る
。

　

広
報
し
ら
た
か
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
、

「
し
ら
た
か
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
と
し
て
、
公
募
委
員

を
含
む
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
町
民
と

町
が
と
も
に
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
内
容
を
踏
ま
え
、
現
在
、
助
役
以
下
各
課
長
で
構
成
す

る
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
委
員
会
」
に
お
い
て
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
の
条
例
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、「
町
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
」や「
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
情
報
の
共
有
」
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
大
き
く
関
わ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
検
討
し
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
中
間
報
告
と
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

内
容
等
に
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
２
月
19
日（
木
）ま
で

町
企
画
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
報
直
通
便
の
は
が
き
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
・
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
担
当
：
菅
原
、大
木　

☎
85

－

６
１
２
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
２
８
）

し
ら
た
か
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
�
素
案
�

�
�
�
�
協
働
�
�
�
�
�
�
推
進
事
業

協
働
�
�
�
�
�
�
条
例

�
中
間
報
告
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・「
ま
ち
づ
く
り
」と
は
、
道
路
や

　

公
園
な
ど
の
整
備（
ハ
ー
ド
面
）

　

を
は
じ
め
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
や
地
域
づ
く
り
活
動
（
ソ

　

フ
ト
面
）
な
ど
も
含
む
わ
た
し

　

た
ち
の
暮
ら
し
づ
く
り
そ
の
も

　

の
と
い
う
ふ
う
に
幅
広
く
捉
え

　

て
い
る
。

・「
町
民
」と
は
、
町
内
の
す
べ
て

　

の
住
民
、
事
業
者
及
び
各
種
団

　

体
を
い
う
。

・「
町
」と
は
、
町
の
執
行
機
関
及

　

び
行
政
委
員
会
等
を
い
う
。

�
目
的
�

第
�
条�

�
�
条
例
�
�
町
民 

�

�
町
�
協
力
�
�
進
�
�
協

�

創
�
�
�
�
�
�
�
関
�
�

�

基
本
的
�
事
項
�
定
�
�
�

�

�
�
�
�
�
地
方
自
治
�
本

�

旨
�
基
�
�
住
民
自
治
�
実

�

現
�
図
�
�
町
民
�
�
�
�

�

�
�
生
活
�
�
�
�
�
�
�

�

幸
�
�
実
感
�
�
�
誇
�
�

�

�
�
�
豊
�
�
住
�
良
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
目
的
�

�

�
�
�

【
説
明
】

・
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
目
的
を

　

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
的
は

　

住
民
自
治
の
確
立
の
み
な
ら
ず
、

　

住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と 

　

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
ち

　

づ
く
り
の
最
終
目
標
が
住
み
良

　

い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の

　

た
め
の
住
民
自
治
の
確
立
と
い

　

う
考
え
方
か
ら
く
る
も
の
で
あ

　

る
。

・「
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

　

る
基
本
的
な
事
項
」
と
は
、
町

　

民
参
画
を
中
心
と
す
る
ま
ち
づ

　

く
り
の
理
念
、
町
民
の
権
利
や

　

責
務
、
町
の
責
務
、
情
報
共
有

　

な
ど
を
い
う
。

・「
住
民
自
治
」と
は
住
民
の
意
思

　

を
基
本
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

　

行
う
こ
と
を
い
う
。

�
基
本
理
念
�

第
�
条�

�
�
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�
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�
主
役

�

�
町
民
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�
�
�
町
�
�
町

�

民
本
位
�
�
�
�
�
�
�
行

�

�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
町
民
�

�

町
�
�
�
目
的
�
共
有
�
�

�

町
民
�
自
発
的
�
参
画
�
町

�

民
�
町
�
相
互
理
�
基
�
�

�

�
�
�
�
�
果
�
�
�
�
役

�

割
�
責
任
�
分
担
�
�
互
�

�

�
補
完
�
�
�
�
協
力
�
�

�

進
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
民
�
町
�
�
対
等
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
取
�
組
�
�
�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

　

る
に
あ
た
っ
て
３
つ
の
基
本
理

　

念
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
誰
の
た
め
の
ま
ち

　

づ
く
り
か
を
規
定
し
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
が
町
民
で

　

あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認

　

し
、
町
民
を
中
心
と
し
た
ま
ち

　

づ
く
り
を
行
う
と
し
て
い
る
。

・
第
２
項
は
、
協
創
の
ま
ち
づ
く

　

り
を
進
め
る
う
え
で
大
切
な
原

　

則
を
規
定
し
て
い
る
。
目
的
の

　

共
有
や
町
民
の
参
画
、
相
互
理

　

解
の
す
べ
て
に
共
通
し
て
、
町

　

民
と
町
の
情
報
の
共
有
が
大
切

　

な
要
素
と
な
っ
て
く
る
。

・「
目
的
を
共
有
」と
は
、
町
政
運

　

営
の
中
で
の
政
策
や
施
策
、
事

　

業
の
目
的
を
共
有
す
る
こ
と
に

　

加
え
て
、
町
民
同
士
で
の
ま
ち

　

づ
く
り
の
目
的
共
有
も
含
む
も

　

の
で
あ
る
。
町
民
個
々
に
い
ろ

　

い
ろ
価
値
観
が
あ
る
中
で
、
ま

　

ち
づ
く
り
の
目
的
を
共
有
す
る

　

こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

・「
自
発
的
な
参
画
」と
は
、
自
ら

　

の
意
思
に
よ
っ
て
ま
ち
づ
く
り

　

に
参
画
す
る
こ
と
で
あ
る
。
参

　

画
と
し
て
い
る
の
は
、
準
備
さ

　

れ
た
も
の
に
参
加
す
る
と
い
う

　

こ
と
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
が
計

　

画
し
た
り
、
主
催
者
と
な
っ
た

　

り
す
る
こ
と
も
含
め
て
前
向
き

　

な
表
現
と
し
て
い
る
。

・「
相
互
理
解
」と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　

が
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
状
況

　

を
理
解
し
な
が
ら
信
頼
関
係
を

　

深
め
る
こ
と
で
あ
る
。

・
第
３
項
は
、
町
民
と
町
の
立
場
、

　

関
係
を
規
定
し
て
い
る
。

・「
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
は
、

　

相
互
の
関
係
に
上
下
関
係
が
な

　

い
、
同
じ
仲
間
、
協
力
者
と
い

　

う
こ
と
で
あ
る
。

�
町
民
�
権
利
�

第
�
条�

町
民
�
�
等
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
権
利

�

�
有
�
�
�

【
説
明
】

・
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

　

る
に
あ
た
っ
て
、
す
べ
て
の
町

　

民
が
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る

　

権
利
を
保
障
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
性

　

別
や
年
齢
、
社
会
的
地
位
、
心

　

身
の
状
態
、
思
想
信
条
、
国
籍

　

な
ど
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
平

　

等
に
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る

　

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

・「
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
」と

　

は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
だ

　

け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

　

す
る
簡
単
な
問
い
合
わ
せ
な
ど

　

も
含
め
て
ま
ち
づ
く
り
の
す
べ

　

て
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で

　

あ
る
。

�
町
民
�
責
務
�

第
�
条�

町
民
�
�
自
発
的
�

�

�
積
極
的
�
�
�
�
�
�
�

�

参
画
�
�
町
�
協
力
�
�
�

�

�
�
�
�
�
行
�
�
�
努
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
民
�
�
互
�
�
平
等
�

�

�
�
�
個
�
�
立
場
�
価
値

�

観
�
違
�
�
理
解
�
�
対
話

�

�
重
�
�
互
�
�
尊
重
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
進
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
民
�
�
�
�
�
�
�
活

�

動
�
情
報
交
換
�
努
�
�
互

�

�
�
連
携
�
�
�
�
活
動
�

�

�
�
�
推
進
�
�
�
�
努
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

　

る
た
め
の
町
民
の
責
務
を
規
定

　

し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

　

町
民
の
参
画
の
責
務
、
町
と
協
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等
に
よ
り
、
現
在
の
ま
ち
づ
く

　

り
活
動
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る

　

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

�
町
�
責
務
�

第
�
条�

町
�
�
公
正
�
�
誠

�

実
�
町
政
�
運
営
�
�
�
�

�

�
�
�
町
民
�
町
政
�
�
参

�

画
機
会
�
確
保
�
努
�
�
町

�

民
�
協
力
�
�
�
�
�
�
�

�

�
推
進
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�

��

町
�
�
前
項
�
町
民
�
町

�

政
�
�
参
画
機
会
�
確
保
�

�

当
�
�
�
�
�
町
政
�
基
幹

�

的
�
計
画
�
�
�
�
施
策
�

�

実
施
�
�
�
評
価
�
�
�
�

�

早
�
段
階
�
�
参
画
�
�
�

�

機
会
�
確
保
�
努
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
町
政
�
�
�
�
町

�

民
�
対
�
説
明
責
任
�
果
�

�

�
�
�
努
�
�
�
�
�
�
�

�

町
民
�
�
合
意
形
成
�
努
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
町
民
�
�
�
�
�

�

�
�
組
織
�
�
�
�
町
民
�

�

要
望
�
適
切
�
対
応
�
�
�

�

体
制
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

職
員
�
資
質
向
上
�
努
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

　

る
た
め
の
町
の
責
務
を
規
定
し

　

た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
政
運
営
に
取
り

　

組
む
町
の
姿
勢
や
町
民
の
町
政

　

へ
の
参
画
機
会
の
確
保
、
町
民

　

と
協
力
す
る
責
務
に
つ
い
て
規

　

定
し
て
い
る
。
町
民
の
町
政
へ

　

の
参
画
機
会
を
確
保
す
る
際
は
、

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
町
民
が

　

参
加
し
や
す
い
よ
う
な
手
法
を

　

用
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・「
町
政
」と
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」

　

の
一
環
と
し
て
町
が
行
う
行
政

　

運
営
を
い
う
。

・
第
２
項
は
、
町
民
の
町
政
へ
の

　

参
画
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
具

　

体
的
に
規
定
し
て
い
る
。
参
画

　

の
機
会
は
現
時
点
で
は
す
べ
て

　

の
事
務
事
業
と
い
う
こ
と
で
は

　

な
く
、
主
要
な
も
の
か
ら
と
位

　

置
づ
け
て
い
る
が
、
そ
の
幅
は

　

徐
々
に
広
げ
て
い
く
べ
き
も
の

　

で
あ
る
。
早
い
段
階
と
は
、
町

　

が
案
を
作
り
意
見
を
聞
く
従
来

　

の
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
で
き

　

る
限
り
早
い
段
階
か
ら
町
民
と

　

町
で
意
見
を
積
み
上
げ
る
べ
き

　

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

・
第
３
項
は
、
町
民
へ
の
説
明
責

　

任
と
合
意
形
成
に
つ
い
て
規
定

　

し
て
い
る
。
町
政
に
つ
い
て
の

　

説
明
責
任
と
は
、
町
民
か
ら
信

　

託
を
受
け
て
し
て
い
る
町
の
仕

　

事
に
つ
い
て
、
依
頼
主
で
あ
る

　

町
民
に
対
し
仕
事
の
内
容
を
具

　

体
的
に
説
明
す
る
責
務
の
こ
と

　

で
あ
り
、
情
報
提
供
や
行
政
評

　

価
な
ど
に
よ
り
責
務
を
果
た
す

　

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
町
民
と

　

の
合
意
形
成
は
、
そ
れ
に
至
る

　

経
過
が
大
切
で
あ
り
、
情
報
提

　

供
や
広
聴
活
動
に
よ
る
町
民
と

　

の
対
話
な
ど
に
よ
り
責
務
を
果

　

た
す
こ
と
に
な
る
。

・
第
４
項
は
、
町
の
組
織
や
体
制
、

　

職
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
規
定

　

し
て
い
る
。
役
場
の
組
織
は
ど

　

こ
で
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か

　

り
や
す
く
す
る
よ
う
に
す
る
こ

　

と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
体

　

制
を
常
に
見
直
し
、
い
ろ
い
ろ

　

な
要
望
に
対
応
で
き
る
体
制
を

　

構
築
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
町
民
が
来

　

庁
し
や
す
く
な
り
、
情
報
の
共

　

有
、
相
互
理
解
な
ど
に
も
結
び

　

つ
い
て
い
く
。
職
員
に
つ
い
て

　

も
、
研
修
等
を
通
じ
て
ま
ち
づ

　

く
り
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

　

の
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

　

必
要
で
あ
る
。

�
審
議
会
委
員
等
�
公
募
�

第
�
条�

町
�
�
条
例
等
�
基

�

�
�
設
置
�
�
�
審
議
会
等

�

�
委
員
�
�
�
�
�
�
�
一

�

部
�
�
�
�
全
部
�
町
民
�

�

中
�
�
公
募
�
�
�
選
任
�

�

�
�
�
努
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�

【
説
明
】

・
町
民
の
町
政
へ
の
参
画
の
一
環

　

と
し
て
各
種
審
議
会
や
懇
話
会
、

　

委
員
会
等
の
委
員
の
公
募
に
つ

　

い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
こ
れ
ま
で
一
部
の
条
例
等
で
委

　

員
等
の
公
募
は
規
定
さ
れ
て
い

　

る
が
、
全
体
的
な
公
募
規
定
は

　

力
す
る
責
務
を
規
定
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
参
画
は
強
制
す
る
も

　

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
ら

　

の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

　

参
画
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
差

　

別
的
な
扱
い
を
受
け
た
り
す
る

　

も
の
で
は
な
い
。
ま
ち
づ
く
り

　

へ
の
参
画
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

　

に
関
す
る
情
報
の
把
握
や
学
習

　

活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
も
含
ま

　

れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
参

　

画
の
仕
方
や
程
度
は
町
民
個
々

　

に
違
っ
て
い
て
も
よ
く
、
毎
日

　

ご
み
を
ひ
と
つ
拾
う
と
い
っ
た

　

よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き

　

る
こ
と
か
ら
行
動
す
る
こ
と
が

　

大
切
で
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
町
民
間
の
相
互
理

　

解
と
個
人
の
尊
重
に
つ
い
て
規

　

定
し
て
い
る
。
町
民
個
々
の
考

　

え
方
に
は
違
い
が
あ
る
こ
と
か

　

ら
、
話
し
合
い
な
ど
を
通
じ
て

　

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で

　

あ
る
。
他
人
の
考
え
も
理
解
し
、

　

仲
良
く
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い
。

・
第
３
項
は
、
町
民
間
の
ま
ち
づ

　

く
り
活
動
の
連
携
を
規
定
し
た

　

も
の
で
あ
る
。
町
民
の
個
人
や

　

団
体
、
事
業
者
な
ど
に
よ
る
い

　

ろ
い
ろ
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

　

あ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う

　

活
動
の
情
報
交
換
、
活
動
協
力

▼

ワ
�
ク
シ
�
�
プ
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初
め
て
で
あ
る
。
公
募
す
る
委

　

員
の
数
は
、
可
能
な
限
り
多
く

　

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
会
等
の
内
容

　

等
に
よ
り
判
断
す
べ
き
も
の
で

　

あ
る
。

�
情
報
�
共
有
�

第
�
条�

町
�
�
町
政
�
�
�

�

�
町
民
�
知
�
権
利
�
保
障

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
保
有
�
�
情
報
�

�

町
民
�
共
有
�
�
�
�
�
�

�

�
情
報
�
町
民
�
�
�
�
�

�

�
�
提
供
�
�
�
�
�
�
�

�

町
民
�
簡
単
�
早
�
情
報
�

�

得
�
�
�
�
�
�
多
様
�
媒

�

体
�
活
用
�
情
報
提
供
体
制

�

�
整
備
�
努
�
�
�
�
�
�

�

�
�

��

町
�
�
個
人
�
権
利
�
利

�

益
�
侵
害
�
防
�
�
�
�
個

�

人
情
報
�
保
護
�
�
�
�
必

�

要
�
措
置
�
講
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
も

　

い
え
る
情
報
の
共
有
に
つ
い
て

　

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
情
報
の
共
有
が
あ
っ
て
初
め
て

　

住
民
参
画
が
意
味
を
な
す
。
町

　

民
か
ら
の
情
報
収
集
に
つ
い
て

　

は
第
９
条
（
町
民
意
見
等
の
把

　

握
と
反
映
）
で
規
定
し
て
い
る
。

・
第
１
項
は
、
町
政
に
つ
い
て
町

　

民
の
知
る
権
利
を
規
定
し
て
い

　

る
。
し
か
し
個
人
情
報
な
ど
保

　

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

　

は
当
然
公
開
か
ら
除
か
れ
る
。

・
第
２
項
は
、
町
の
町
民
へ
の
情

　

報
提
供
に
つ
い
て
の
責
務
を
規

　

定
し
て
い
る
。
町
の
情
報
提
供

　

は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
必
要
な

　

情
報
を
必
要
な
人
だ
け
に
提
供

　

で
き
る
の
が
理
想
だ
が
、
現
実

　

に
は
対
応
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

　

当
面
は
、
町
民
が
必
要
で
あ
ろ

　

う
と
思
わ
れ
る
情
報
を
で
き
る

　

だ
け
多
く
提
供
し
、
そ
の
中
か

　

ら
必
要
な
情
報
を
選
択
で
き
る

　

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

　

で
あ
る
。

・「
多
様
な
媒
体
」と
は
、
広
報
紙

　

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報

　

を
伝
達
す
る
手
段
を
い
う
。
将

　

来
的
に
は
、
町
や
各
種
団
体
な

　

ど
町
内
の
情
報
を
一
本
化
し
た

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
発
刊
す
る
タ
ウ
ン
誌

　

な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

・「
情
報
提
供
体
制
」と
は
、
町
民

　

が
町
政
に
つ
い
て
の
情
報
を
得

　

る
た
め
の
情
報
公
開
体
制
や
総

　

合
案
内
体
制
な
ど
を
い
う
。

・
第
３
項
は
、
個
人
情
報
の
保
護

　

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
情

　

報
の
共
有
は
協
創
の
ま
ち
づ
く

　

り
の
大
切
な
柱
で
あ
る
が
、
公          

　

開
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
の
個

　

人
を
識
別
で
き
る
よ
う
な
情
報

　

な
ど
は
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
。
現
在
は
、
必
要
な
措
置

　

と
し
て
個
人
情
報
保
護
条
例
を

　

制
定
し
対
応
し
て
い
る
。

�
会
議
�
公
開
�

第
�
条�

町
�
�
審
議
会
等
�

�

会
議
�
町
民
�
公
開
�
�
�

�

�
努
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
情
報
共
有
の
一
環
と
し
て
各
種

　

審
議
会
や
懇
話
会
、
委
員
会
等

　

の
会
議
の
公
開
を
規
定
し
た
も

　

の
で
あ
る
。

・
条
例
等
で
公
開
し
な
い
と
し
た

　

も
の
や
、
情
報
公
開
条
例
で
非

　

公
開
と
な
る
情
報
に
関
す
る
会

　

議
な
ど
公
開
で
き
な
い
場
合
も

　

あ
る
。

�
町
民
意
見
等
�
把
握
�
反
映
�

第
�
条�

町
�
�
町
政
�
関
�

�

�
町
民
�
意
見
�
提
案
�
把

�

握
�
�
�
�
�
�
必
要
�
措

�

置
�
講
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�

��

町
�
�
前
項
�
把
握
�
�

�

町
民
�
意
見
�
提
案
�
対
�
�

�

�
�
対
応
�
�
�
�
説
明
�

�

付
�
�
速
�
�
�
回
答
�
�

�

�
�
努
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
第
�
項
�
把
握
�

�

�
町
民
�
意
見
�
提
案
�
中

�

�
�
適
切
�
�
建
設
的
�
意

�

見
�
提
案
�
�
�
�
�
�
町

�

政
�
反
映
�
�
�
�
努
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
町
が
行
う
町
民
意
見
等
の
把
握

　

と
そ
の
結
果
に
対
す
る
対
応
に

　

つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
民
意
見
等
の
把

　

握
の
た
め
に
、
町
は
必
要
な
措

　

置
を
講
じ
る
よ
う
規
定
し
て
い

　

る
。
こ
れ
ま
で
も
地
区
座
談
会

　

や
移
動
町
長
室
、
広
報
直
通
便

　

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ

　

れ
ら
も
含
め
て
実
効
性
の
あ
る

　

対
応
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
。

・
第
２
項
は
、
町
民
の
意
見
等
へ

　

の
対
応
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

　

る
。
町
は
、
町
民
の
意
見
等
を

　

聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
で
き
る
、

　

で
き
な
い
も
含
め
て
そ
の
意
見

　

等
に
対
し
ど
う
い
う
ふ
う
に
対

　

応
す
る
の
か
を
説
明
し
な
が
ら
、 　

早
い
時
期
に
回
答
す
る
よ
う
努

　

め
る
と
し
て
い
る
。

・
第
３
項
は
、
町
民
の
意
見
等
の

　

町
政
へ
の
反
映
に
つ
い
て
規
定

　

し
て
い
る
。
町
は
、
町
民
の
意

　

見
等
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、

　

町
政
に
反
映
す
べ
き
良
い
意
見

　

等
に
つ
い
て
は
町
政
に
反
映
す

　

る
こ
と
を
努
力
義
務
と
し
て
い

　

る
。

▼

移
動
町
長
室
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る
こ
と
な
ど
か
ら
、
未
来
を
担

　

う
小
中
学
生
に
総
合
学
習
な
ど

　

を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

　

公
益
に
つ
い
て
の
教
育
を
推
進

　

す
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。

・「
公
益
」と
は
、
自
分
自
身
の
幸

　

せ
か
ら
一
歩
進
め
て
、
み
ん
な

　

の
た
め
に
役
立
つ
と
い
っ
た
概

　

念
を
い
う
。

�
�
�
�
�
�
活
動
�
�
支
援
等
�

第
11
条�

町
�
�
町
民
�
行
�

�

�
�
�
�
�
活
動
�
促
進
�

�

�
�
�
�
必
要
�
応
�
助
成

�

�
�
他
�
支
援
�
努
�
�
�

�

�
�
�
�
�

��

町
�
�
�
�
�
�
特
定
非

�

営
利
法
人
�
等
町
民
�
�
�

�

�
�
�
団
体
�
育
成
�
努
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
施
策
�
�
�
効
率
的
�
効

�

果
的
�
行
�
�
場
合
�
�
�

�

当
該
団
体
�
町
業
務
�
委
託

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

に
対
す
る
町
の
支
援
等
に
つ
い

　

て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
の
ま
ち
づ
く
り

　

活
動
の
助
成
や
そ
の
他
の
支
援

　

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
具

　

体
的
な
支
援
と
し
て
は
、
情
報

　

提
供
や
技
術
支
援
、
活
動
場
所

　

の
提
供
、
財
政
的
支
援
な
ど
が

　

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
町
民
が

　

行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
総
合

　

的
な
調
整
も
大
切
な
支
援
の
ひ

　

と
つ
で
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
ま
ち
づ
く
り
団
体

　

等
の
育
成
に
つ
い
て
規
定
し
て

　

い
る
。
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
の

　

重
要
な
担
い
手
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

を
は
じ
め
各
種
ま
ち
づ
く
り
団

　

体
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
町
民

　

と
町
の
間
に
位
置
す
る
第
３
の

　

セ
ク
タ
ー（
ま
ち
づ
く
り
組
織
）

　

が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
団
体
に
町
業

　

務
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

　

と
い
う
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
、

　

団
体
の
活
動
の
活
性
化
を
促
し
、

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と

　

し
て
雇
用
の
場
の
確
保
に
も
つ

　

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と

　

は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、

　

地
域
が
抱
え
る
問
題
を
ビ
ジ
ネ

　

ス
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
む

　

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
問
題
を

　

解
決
し
、
新
た
な
雇
用
を
作
り

　

出
し
、
地
域
を
元
気
に
す
る
事

　

業
の
こ
と
で
あ
る
。

�
地
域
�
�
�
�
�
�
�

第
12
条�

町
民
�
�
�
�
豊
�

�

�
生
活
�
送
�
�
�
�
組
織

�

�
�
�
�
�
地
域
�
�
�
�

�

�
�
�
役
割
�
認
識
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
守
�
育

�

�
�
�
�
努
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�

��

町
�
�
地
域
�
�
�
�
�

�

�
�
自
主
性
�
自
立
性
�
尊

�

重
�
�
必
要
�
応
�
�
�
活

�

動
�
対
�
�
助
成
�
�
他
支

�

援
�
努
�
�
�
�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
町
民
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　

関
係
、
町
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
の
関
係
に
つ
い
て
規
定
し
た

　

も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
を
守
り
育
て
る
町
民
の
努
力

　

義
務
を
規
定
し
て
い
る
。
地
域

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
地
区
や
区
、

　

町
内
な
ど
の
地
縁
的
な
つ
な
が

　

り
を
持
つ
集
団
で
あ
る
。
白
鷹

　

町
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
果

　

た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
く
、

　

今
後
、
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
を

　

進
め
る
う
え
で
も
大
き
な
役
割

　

が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
地
域

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
こ
れ
ま
で
以

　

上
に
町
民
に
開
か
れ
た
も
の
で

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然

　

で
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
町
の
地
域
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
に
対
す
る
支
援
等
に
つ

　

い
て
規
定
し
て
い
る
。
町
と
地

　

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
対
等
で
あ

　

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自

　

主
性
や
自
立
性
は
尊
重
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
。
支
援
に
つ
い

　

て
は
、
情
報
提
供
や
技
術
支
援
、

　

活
動
場
所
の
提
供
、
財
政
的
支

　

援
な
ど
で
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
の
活
動
の
活
性
化
を
促

　

進
す
る
も
の
で
あ
る
。

�
町
出
身
者
等
�
�
連
携
�

第
13
条�

町
民
及
�
町
�
�
町

�

出
身
者
及
�
町
�
�
関
心
�

�

高
�
人
�
�
連
携
�
�
�
�

�

�
�
�
�
進
�
�
�
�
�
�

�

�
�

【
説
明
】

・
白
鷹
町
に
関
わ
り
の
あ
る
町
外

　

の
人
々
と
の
連
携
を
規
定
し
た

　

も
の
で
あ
る
。

・
町
民
と
町
が
協
力
し
て
ま
ち
づ

　

く
り
を
進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ

　

ん
だ
が
、
首
都
圏
白
鷹
会
な
ど

　

の
町
出
身
者
や
白
鷹
町
に
愛
着

　

を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
人

　

々
と
も
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り

　

を
進
め
る
と
し
て
い
る
も
の
。

�
�
�
�
�
�
活
動
�
推
進
�

第
10
条�

町
�
�
町
民
�
�
�

�

�
�
�
�
関
�
�
情
報
�
把

�

握
�
学
習
�
�
�
機
会
�
設

�

�
�
�
�
努
�
�
�
�
�
�

�

�
�

��

町
�
�
将
来
�
�
�
�
�

�

町
民
�
�
�
�
�
�
�
�
意

�

識
高
揚
�
図
�
�
�
�
学
校

�

教
育
�
中
�
公
益
�
関
�
�

�

教
育
�
推
進
�
努
�
�
�
�

�

�
�
�
�

【
説
明
】

・
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推

　

進
に
必
要
な
事
項
を
規
定
し
た

　

も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
民
の
ま
ち
づ
く

　

り
に
関
す
る
学
習
環
境
等
の
充

　

実
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　

町
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

　

る
た
め
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
に

　

関
す
る
知
識
や
行
政
の
仕
組
み

　

の
理
解
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

　

そ
の
た
め
に
も
情
報
収
集
や
学

　

習
で
き
る
機
会
の
確
保
が
必
要

　

で
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
学
校
教
育
の
中
で

　

の
公
益
に
関
す
る
教
育
に
つ
い

　

て
規
定
し
て
い
る
。
あ
る
調
査

　

で
は
日
本
の
中
学
生
の
社
会
貢

　

献
に
対
す
る
意
識
が
ア
メ
リ
カ

　

よ
り
も
か
な
り
低
い
結
果
で
あ
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こ
う
い
っ
た
人
々
は
、
町
民
や

　

町
と
違
っ
た
視
点
や
知
識
、
意

　

見
を
持
っ
て
お
り
、
そ
う
い
っ

　

た
も
の
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

　

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

　

白
鷹
町
応
援
団
と
し
て
、
い
ろ

　

い
ろ
形
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

　

し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
よ
う
な

　

連
携
も
考
え
ら
れ
る
。

�
行
政
評
価
�

第
14
条�

町
�
�
町
政
�
効
率

�

的
�
�
効
果
的
�
進
�
�
�

�

�
�
�
町
政
�
関
�
町
民
�

�

対
�
�
説
明
責
任
�
果
�
�

�

�
�
�
適
切
�
時
期
�
政
策
�

�

施
策
及
�
事
務
事
業
等
�
評

�

価
�
行
�
�
�
�
結
果
�
町

�

民
�
公
表
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
前
項
�
評
価
�
結

�

果
�
対
�
�
町
民
�
意
見
�

�

述
�
�
機
会
�
確
保
�
努
�

�

�
�
�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の
行

　

政
評
価
等
に
つ
い
て
規
定
し
た

　

も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
の
効
率
的
な
町

　

政
運
営
と
行
政
評
価
、
そ
の
公

　

表
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　

行
政
評
価
は
、
町
が
行
う
仕
事

　

の
政
策
、
施
策
、
事
務
事
業
の

　

区
分
に
対
し
て
事
前
、
事
中
、

　

事
後
に
評
価
す
る
の
が
基
本
的

　

で
あ
る
が
、
評
価
手
法
が
確
立

　

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
適

　

切
な
時
期
に
政
策
、
施
策
及
び

　

事
務
事
業
等
の
評
価
を
行
う
」

　

と
い
う
表
現
に
し
て
い
る
。
行

　

政
評
価
は
、
そ
れ
な
り
の
時
間

　

と
作
業
量
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

　

か
ら
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
で

　

き
る
だ
け
簡
素
で
体
系
的
に
評

　

価
で
き
、
町
民
に
も
わ
か
り
や

　

す
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必

　

要
が
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
評
価
の
結
果
に
対

　

す
る
住
民
の
意
見
聴
取
の
機
会

　

確
保
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　

評
価
自
体
へ
の
町
民
の
参
加
機

　

会
の
確
保
は
当
然
で
あ
る
が
、

　

評
価
の
結
果
に
対
し
て
も
意
見

　

を
言
え
る
機
会
の
確
保
に
努
め

　

る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
町
民
投
票
�

第
15
条�

町
長
�
�
�
�
�
�

�

�
�
関
�
�
重
要
�
事
項
�

�

�
�
�
�
広
�
町
民
�
意
思

�

�
直
接
問
�
必
要
�
�
�
�

�

認
�
�
�
�
�
町
民
投
票
�

�

実
施
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
民
投
票
�
実
施
�
関
�
�

�

投
票
�
付
�
�
�
事
項
�
投

�

票
資
格
者
�
投
票
�
方
法
�

�

�
他
必
要
�
事
項
�
�
�
�

�

�
�
�
事
案
�
応
�
�
別
�

�

条
例
�
定
�
�
�

【
説
明
】

・
町
民
意
思
確
認
の
最
終
的
な
手

　

段
と
し
て
町
民
投
票
に
つ
い
て

　

規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
長
が
必
要
と
認

　

め
る
と
き
は
町
民
投
票
を
実
施

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し

　

て
い
る
。
通
常
的
に
は
情
報
共

　

有
や
町
民
参
画
な
ど
に
よ
る
町

　

民
と
町
と
の
相
互
理
解
の
中
で

　

解
決
で
き
る
課
題
が
多
い
わ
け

　

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
し
て
い

　

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

　

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
よ

　

っ
て
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な

　

い
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
は　

　

「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
重
要

　

な
事
項
」
と
い
う
表
現
で
町
民

　

投
票
の
対
象
と
し
て
定
義
し
、

　

町
長
の
判
断
に
よ
り
実
施
す
る

　

こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
た
も

　

の
で
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
町
民
投
票
に
関
す

　

る
詳
細
は
別
に
条
例
で
定
め
る

　

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

　

投
票
に
係
る
事
案
が
多
種
多
様

　

で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

　

た
め
で
あ
る
。
事
案
に
よ
っ
て

　

は
投
票
資
格
者
の
年
齢
を
変
え

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

　

り
う
る
。
よ
っ
て
、
画
一
的
に

　

定
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
そ

　

れ
ぞ
れ
の
事
案
に
応
じ
て
別
に

　

条
例
で
定
め
る
と
し
て
い
る
。

�
�
�
条
例
�
位
置
付
�
�

第
16
条�

�
�
条
例
�
�
�
�

�

�
�
�
�
基
本
原
則
�
�
�
�

�

町
�
�
他
�
条
例
�
規
則
等

�

�
定
�
�
場
合
�
�
�
�
�
�

�

�
�
条
例
�
定
�
�
事
項
�

�

最
大
限
�
尊
重
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
こ
の
条
例
を
ま
ち
づ
く
り
の
基

　

本
原
則
と
位
置
付
け
、
最
大
限

　

に
尊
重
す
る
こ
と
を
規
定
し
た

　

も
の
で
あ
る
。

・
町
民
と
町
が
と
も
に
協
力
し
て

　

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
協
創
の
ま

　

ち
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り
を

　

行
う
う
え
で
の
基
本
原
則
で
あ

　

り
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
わ

　

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

　

が
条
例
や
規
制
等
を
制
定
す
る

　

場
合
に
は
、
こ
の
条
例
の
内
容

　

を
最
大
限
に
尊
重
し
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
�
�
条
例
�
検
討
及
�
見
直
�
�

第
17
条�

町
�
�
�
�
条
例
�

�

施
行
後
�
年
�
超
�
�
�
期

�

間
�
�
�
�
�
�
条
例
�
�

�

�
�
�
�
�
基
本
原
則
�
�

�

�
適
切
�
�
�
�
検
討
�
�

�

�
�
結
果
�
踏
�
�
�
�
条

�

例
�
見
直
�
�
�
�
必
要
�

�

措
置
�
講
�
�
�
�
�
�
�
�

【
説
明
】

・
こ
の
条
例
の
一
定
期
間
内
の
検

　

討
と
見
直
し
等
に
つ
い
て
規
定

　

し
た
も
の
で
あ
る
。

・
こ
の
条
項
は
、
こ
の
条
例
の
形

　

骸
化
の
防
止
、
町
民
が
本
条
例

　

に
関
心
を
持
ち
続
け
る
動
機
付

　

け
、
時
代
に
あ
っ
て
い
る
か
ど

　

う
か
の
検
証
な
ど
を
目
的
と
し

　

て
い
る
。

・
当
然
、
こ
の
条
例
の
検
討
及
び

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
情
報

　

共
有
や
町
民
参
画
、
会
議
の
公

　

開
な
ど
本
条
例
の
規
定
に
沿
っ

　

て
町
民
と
町
が
協
力
し
て
行
う

　

こ
と
と
な
る
。
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住
民
�
皆
�
�
�
�
�
��
�
主
体
的
�
地
区
公
民
館
運
営
�
�
�
�
�

　

現
在
、
町
内
に
は
中
央
公
民
館

１
館
、
地
区
公
民
館
６
館
、
分
館

は
76
館
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
特

色
あ
る
公
民
館
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
各
地
区
公
民
館
で
は
、

各
分
館
の
活
動
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
活
動
を
支
援
し
、
ま
た
、

各
種
団
体
の
活
動
支
援
、
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
、
人
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
の
活
動
拠
点
と
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
よ
り
主
体
的
な
地
区

公
民
館
運
営
を
目
指
し
、
平
成
17

年
度
か
ら
体
制
を
再
編
し
取
り
組

む
よ
う
計
画
を
策
定
中
で
す
。

　

現
在
、
各
地
区
公
民
館
に
は
、

事
業
全
体
に
関
し
て
運
営
審
議
い

た
だ
く
地
区
公
民
館
運
営
審
議
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
非
常
勤
の
館

長
、
地
域
振
興
主
事
、
事
務
補
助

の
３
人
体
制
で
運
営
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
は
、
地
域
振

興
主
事
、
事
務
補
助
を
配
置
せ
ず
、

公
募
・
選
考（
平
成
16
年
秋
予
定
）

に
よ
り
採
用
す
る
館
長
代
理
と
主

事
（
町
非
常
勤
嘱
託
職
員
）
に
よ

り
地
区
公
民
館
長
を
中
心
に
３
人

体
制
で
公
民
館
活
動
を
展
開
し
ま

す
。

　

そ
れ
ま
で
の
移
行
期
間
と
し
て

平
成
16
年
度
は
、
従
来
ど
お
り
の

職
員
体
制
の
も
と
、
地
区
公
民
館

運
営
審
議
会
を
、
よ
り
事
業
に
参

画
い
た
だ
く
組
織
と
し
て
見
直
し

（
仮
称　

地
区
公
民
館
運
営
委
員

会
）、ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
向
け
た

準
備
期
間
と
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
参
画
を
得
て
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
よ
り
身
近

な
地
域
づ
く
り
の
拠
り
ど
こ
ろ
と

し
て
の
地
区
公
民
館
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
質
問
・
ご
意
見
は
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

運営委員会　12名

地区公民館長（非常勤特別職）　任期２年　　　＊1

館長代理（非常勤嘱託職員）　　委嘱期間１年　＊2

主事（非常勤嘱託職員）　　 　 委嘱期間１年　＊2

＊1 　原則として毎週月曜日午前９時から12時まで勤

　　　務。その他事業等必要に応じて勤務。

＊2 　週30時間勤務。原則として月曜日から金曜日勤

　　　務の変形労働時間制。再選を妨げない。

運営審議会　10名

地区公民館長（非常勤特別職）

地域振興主事（町職員）

事務補助（町臨時職員）

「現行」 「改正案」

議
会

町
長
部
局

行
政
委
員
会

教
育
委
員
会

生
涯
ス
ポ
�
ツ

推
進

生
涯
学
習

中
央
公
民
館

文
化
振
興

区

地
域
づ
く
り　

等

公
民
館
・
社
会
教
育
事
業　

等

 各地区公民館（６館）

館長   各１名（非常勤）
館長代理 各１名
     （非常勤嘱託 週30時間）
主事   各１名
     （非常勤嘱託 週30時間）

運営委員会

生涯学習における

協働のまちづくり・地域おこしの拠りどころとしての組織の枠組み 平
成
17
年
度 

地
区
公
民
館
�
変
�
�
�
�
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町
内
の
各
地
で
松
枯
れ
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
松
く

い
虫
」
被
害
で
す
。
松
く
い
虫
と

は
、
昔
は
松
に
害
を
与
え
る
60
種

類
以
上
の
昆
虫
を
い
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
と
い
う
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
仲
間

を
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
松
を
枯
ら
す

の
は
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
で

す
。
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は

体
長
約
１
㍉
弱
の
小
さ
な
線
虫
の

仲
間
で
、
こ
の
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
が
健
全
な
松
の
中
に
侵
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
松
が
枯
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
松

を
枯
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

自
分
で
は
移
動
で
き
な
い
た
め
、

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
運
ん

で
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
お
互
い
に

助
け
あ
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を

共
生
関
係
と
い
い
ま
す
。
そ
の
共

生
関
係
に
つ
い
て
は
下
図
の
と
お

り
で
す
。

　

松
く
い
虫
の
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
下
図
の
連
鎖
を
断
ち
切
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

松
く
い
虫
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は

　

松
く
い
虫
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
松
が
枯
れ
な
い
よ
う
に
予
防

す
る
方
法
と
、
弱
っ
た
松
の
中
に

い
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
を
駆
除

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

予
防
方
法

▼
樹
幹
注
入
�
立
木
�
中
�
増
殖

抑
制
�
殺
虫
剤
�
注
入
�
�
�

時
期�

12
月
�
�
月

▼
地
上
散
布
�
薬
剤
�
立
木
�
枝

先
�
噴
霧
�
�
�

時
期�

�
月
�
�
月
下
旬

駆
除
方
法

▼
伐
倒
駆
除
�
被
害
木
�
伐
�
倒

�
�
薬
剤
�
�
�
�
�
蒸
処
理
�

破
砕
�
�
�
�
�
�
化
�
行
�
�

時
期�

�
月
�
�
月

�
翌
年
発
生
抑
止
�
�
�
秋
�
冬

季
間
�
実
施
�

松
く
い
虫
被
害
対
策　

　

松
は
や
せ
た
土
地
で
も
成
育
す

る
こ
と
か
ら
、
土
砂
災
害
の
防
止

や
水
源
の
か
ん
養
の
た
め
な
ど
の

公
益
的
機
能
が
あ
り
ま
す
。
公
益

松
�
�
虫
被
害
�
拡
大
�
�
�
�
�

的
な
性
格
の
強
い
松
を
、
次
の
世

代
に
残
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

町
で
は
、
松
林
の
中
で
特
に
公

益
的
機
能
の
高
い
森
林
か
ら
「
保

全
す
べ
き
松
林
」
と
し
て
優
先
度

を
つ
け
て
防
除
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。

●
保
全
す
べ
き
松
林

・
高
度
公
益
機
能
森
林
（
生
活
環

境
保
全
林
な
ど
特
に
公
益
性
が
高

い
森
林
。
愛
宕
山
、
教
育
の
森
）

・
地
区
保
全
森
林
（
公
益
性
が
高

い
森
林
。
大
平
山
、
白
山
森
、
宝

山
な
ど
）

利
用
人
口
の
多
い
箇
所
を
重
点
に

地
上
散
布
や
伐
倒
駆
除
に
よ
る
防

除
を
行
い
ま
す
。

●
そ
の
ほ
か
の
松
林

・
所
有
者
に
よ
る
松
林
か
ら
広
葉

樹
な
ど
の
ほ
か
の
樹
種
へ
の
転
換

（
樹
種
転
換
）
に
ご
協
力
願
い
ま

す
。

●
森
林
以
外

・
公
共
施
設
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
敷
地
内
に
あ
る
守
る

６月、カミキリは成虫にな
り、松から飛び出します。
このとき、センチュウがカ
ミキリの体に乗り移ります。

カミキリが松から松へ
と飛び回り、若い枝の
樹皮を食べます。そこ
からセンチュウが松の
中に侵入します。

センチュウは松の中で増え、
松の組織を破壊します。松
は次第に弱っていきます。

センチュウによって
弱った松にカミキリ
が産卵します。ふ化
した幼虫は松の中で
成長し、越冬します。 マツノマダラカミキリ

３�程度の黒褐色に白
黒ゴマ模様のカミキリ
ムシ。弱った松に卵を
産んで増える。

マツノザイセンチュウ
１�程度の線虫で、松
を枯らす。（北米原産）

伐倒駆除
地上散布

樹幹注入

べ
き
松
に
つ
い
て
、
防
除
を
進
め

ま
す
。

・
地
域
の
貴
重
な
松

各
地
域
に
あ
る
、
神
社
・
仏
閣
や

公
園
な
ど
の
保
全
す
べ
き
松
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
地
域
に
よ

る
保
全
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

松枯れの連鎖（サイクル）図

・
個
人
の
所
有
の
庭
木
な
ど
は
私

有
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
己

管
理
に
よ
る
防
除
と
な
り
ま
す
。

被
害
予
防
策
�
�
�
�
�
�
�
問

�
合
�
�
�
�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
み
ど
り

の
郷
推
進
係
�
☎
85

－

６
１
２
７
�
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町税など滞納の現状

　町民の皆さんに納めていただいている町税などは、町がさ
まざまな行政サービスをする上でとても大切な財源となって
います。しかしながら、昨今の経済不況の中で累積滞納額は
年々増え続けています。１年以上滞納しているかたの滞納原
因内訳（右グラフ）をみると行方不明、多重債務、倒産・事
業不振など長引く不況の影響が大きいようです。

滞納を防ぐために

　町は、貴重な財源となる税収の確保と町民一人ひとりの公
平性を保つため、収納対策に取り組んでいます。

《早期の電話催告》

納め忘れがないよう督促状発送前後に電話による早めの催告

をさせていただきます。

《早めの納税相談》

病気や事業不振などでどうしても期限内に納付できないかた

には、納税相談を実施しています。分割納付などの納税の緩

和制度がありますので、お早めにご相談ください。

《納税交渉》

財産調査を実施し、納税交渉を行わせていただきます。

《時には差押えも》

所得や資産があるにもかかわらず、催告に応じない滞納者に

対しては「差押え」を実施しています。（右表）

こうした取り組みの結果、平成14年度には滞納件数、未収額

ともに減少しましたが、まだ多額の滞納額が累積しています。

《口座振替の推進》

納め忘れがないように、町税などの納付は簡単で便利な口座

振替をお勧めします。毎月金融機関を訪ねる手間が省けます

ので、お忙しいかたにもとても便利です。

差押実績

財産区分
H14年度件数 H15年度件数

（12月現在）

不動産 2 2

債権
（預貯金・売掛金等）

22 5

電話加入権 0 1

計 24 8

死亡
4％出国

5％

破産・競売
8％

納税意識低い
10％

低収入・
生活困窮
 12％

倒産・
事業不振等
  19％

多重債務
20％

行方不明・
連絡不能等
  22％

１年以上滞納しているかたの滞納原因内訳

STOP
   THE滞納

－納め忘れはありませんか？－

税
パートⅡ

■町税納付に関する問い合わせ　税務出納課収納管理係（☎85－6106）
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「白鷹町美しい郷づくり推進会議」の

委員を募集します
　昨年３月に策定された町環境基本計画の期間は、平成15年度から平成24年度までの10年間となっ
ています。
　その推進母体として「美しい郷づくり推進会議」を設置することになりました。
　推進会議は、公募による町民、事業者、各種団体の代表者などで構成する町民主体の組織であり、
環境に関するさまざまな意見交換や情報提供、新たな取り組みなどの提案、ボランティア活動の展
開、環境保全団体の支援・育成などを行っていきます。
　委員は15人の予定で、そのうち８人を一般公募します。会議はできるだけ楽しく、気軽に話ができ
るように進める予定です。
　募集の概要は次のとおりです
ので、ふるってご応募いただき、
皆さんの声をお聞かせください。

■問い合わせ

　町民課くらし・環境推進係

　（☎85－6131）

募集人数 ８人

任　　期 委嘱の日から２年

応募資格 町内に住所があり、応募時点で満20歳以上のかた。
年５～６回程度の会議などに出席できること。
原則として夜（７時～９時ごろ）開催します。

応募方法 電話で町民課にお問い合わせください。（☎85－6131）

応募しめきり ２月23日（月）午後７時まで

その他 応募者多数の時は、調整させていただくことがあります。

町立病院の産婦人科診療の変更について

　町立病院は、内科、外科、整形外科、産婦人科の４科診療で、医師は山形大学医学部のご協力により７人
の常勤医師を配置しています。
　この度、山形大学医学部産婦人科医局より
１．産科については、２人以上の常勤医師が配置できないと24時間体制の診療が困難。２人以上の産婦人科

　　医師と小児科医師が配置され、出産から育児まで総合的に診療できる病院が望ましい。

２． 産婦人科医師が不足している。

との事由により「平成16年５月より産婦人科常勤医師の派遣ができない。」との通知を受けました。
　町では、これまで常勤医師の派遣を強く要望してきましたが、常勤医師の配置のメドがたたないことから、
平成16年度から産科診療ができなくなり、廃止することとなりました。このため、町立病院でのお産や妊婦
検診ができなくなります。
　今後は、山形大学医学部非常勤医師の派遣を受け、週２日間の婦人科診療を行います。
　町民の皆様には、大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解をお願いいたします。

平成16年度の婦人科診療（産科の診療は行いません。）

４月
　

　・月曜日～金曜日の午前中
　　（受付：午前８時30分～ 11時30分まで）
　・月曜日と火曜日の午後（予約外来診療）

５月
以降

　・火曜日と木曜日
　　（受付：午前８時30分～ 11時30分、及び午後１時30分～４時まで）
　＊月、水、金曜日は休診となります。

▼診療内容　婦人科一般、婦人科検診、予防接種（予約必要）、町の人間ドック　　　

■問い合わせ　町立病院（☎85－2155）
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早
期
実
現
�
一
丸

新
荒
砥
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
設
立
総
会

野
�
�
�
�
一
斉
駆
除
�
�

�
�

�

野
�
�
�
�
多
�
�
�
�
困
�

�
�
�
�
�

�

以
前
�
�
�
�
一
戸
一
人
出
�

野
�
�
�
駆
除
�
�
�
�
�
�
�

願
�
�
�
�
�

�

自
分
�
家
�
畑
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
隣
�
畑
�
草
�
背
丈

�
�
�
�
�
何
�
所
�
�
�
�
�

�
掘
�
�
�
�
�
�

�

境
界
�
�
�
尺
�
草
�
刈
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
生
�
�
�

野
菜
�
根
元
�
�
食
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
多
�
�
�
�
�
�
�

多
�
�
人
�
�
聞
�
�
�
�

匿
名
希
望
�
浅
立
�

広報直通便から

皆さんから届いた

お便りをご紹介します。

　

１
月
30
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

白
鷹
に
お
い
て
、
荒
砥
橋
架
け
替

え
の
早
期
実
現
を
目
指
す
新
荒
砥

橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の
設
立

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

荒
砥
橋
は
、
置
賜
生
活
圏
30
分

構
想
の
道
路
の
実
現
、
そ
し
て
山

形
、
白
鷹
、
長
井
、
飯
豊
、
国
道

１
１
３
号
に
連
結
す
る
広
域
道
路

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど
、
地

域
間
交
流
を
促
し
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
っ
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
上
川
を
挟
ん
だ
荒
砥
、
鮎
貝
両

市
街
地
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
東
西

地
区
の
連
携
、
日
常
生
活
を
支
え

る
交
通
の
面
で
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
車
社
会
の
成
熟
や
大
型

車
の
増
加
に
よ
り
、
大
型
車
の
す

れ
違
い
も
困
難
に
な
っ
て
お
り
、

朝
夕
や
冬
期
間
の
渋
滞
や
交
通
事

故
の
多
発
な
ど
、
新
荒
砥
橋
の
早

期
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

期
成
同
盟
会
は
、
町
内
の
団
体

の
代
表
の
か
た
が
た
で
役
員
を
構

成
し
、
発
起
人
代
表
の
橋
本
町
長

が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
主
な

事
業
計
画
と
し
て
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
要
望
活
動
の
強
化
や
、

住
民
運
動
の
盛
り
上
げ
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。 

ま
た
、
町
観
光
協
会

事
務
局
長
の
馬
場
誠
さ
ん
か
ら
広

域
的
な
観
光
の
中
で
の
荒
砥
橋
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
鮎
貝
地
区

土
地
区
画
整
理
組
合
の
竹
田
妙
子

さ
ん
か
ら
は
生
活
者
と
し
て
の
視

点
か
ら
見
た
荒
砥
橋
に
つ
い
て
意

見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
県
議
会
議
員
や
県
の
担
当
者
の

か
た
が
た
に
町
長
が
要
望
書
を
手

渡
し
、
早
期
実
現
に
向
け
て
理
解

と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
、
数
え
年
で
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
た
か
た
に
町
長
か

ら
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

�

祝
�
�
�
歳

�

祝
�
金
�
贈
呈

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
か
た

中
川
ツ
ル
ヱ
さ
ん
�
山
口
�

髙
橋
コ
ウ
さ
ん
�
横
田
尻
�

吉
川
タ
カ
ノ
さ
ん
�
鮎
貝
�

　

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
願
�
�
�
�

人
権
擁
護
委
員

　

法
務
大
臣
よ
り
次
の
か
た
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

重
野
ち
え
子
さ
ん
（
荒
砥
）
再
任

新
野
美
代
子
さ
ん
（
鮎
貝
）
再
任

　

１
月
11
日
、
蚕
桑
雪
舟
町
地
区

の
子
ど
も
育
成
会
が
中
心
と
な
り
、

ヤ
ハ
ハ
エ
ロ
（
さ
い
と
焼
き
）
と

灯
ろ
う
飾
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
バ
ケ
ツ
を
利
用
し

て
つ
く
っ
た
灯
ろ
う
や
竹
で
つ
く

っ
た
灯
ろ
う
60
本
が
飾
ら
れ
、
幻

想
的
な
ヤ
ハ
ハ
エ
ロ
に
な
り
ま
し

た
。

　

冬
の
夜
空
に
花
火
も
打
ち
上
げ

ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
光
の
祭
典
と

な
り
ま
し
た
。　

�
�
�
�
��
�
�
�
焼
�
�

�
灯
�
�
飾
�
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▼
功
労
賞

奥
山
正
雄
さ
ん

（
白
鷹
町
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
白
鷹
町
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し

て
、
町
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振

興
発
展
を
図
る
た
め
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
平
成
11
年
度
か
ら

東
北
連
合
会
会
長
と
し
て
広
く
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
も
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

▼
指
導
功
績
賞

小
形
欽
也
さ
ん

（
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
白
鷹
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
副
本
部
長
と
し
て
少

年
団
の
育
成
指
導
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
白
鷹
町
ジ
ュ
ニ
ア
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ク
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
設
立
か
ら
、
指
導
者
と

し
て
運
営
指
導
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

▼
殊
勲
賞

齋
藤
亨
将
さ
ん
（
鮎
貝
小
２
年
）

第
３
回
山
形
県
少
年
健
全
育
成
柔

道
大
会
小
学
男
子
２
年
重
量
級
優

勝塚
本
昌
志
さ
ん
（
荒
砥
小
５
年
）

第
12
回
全
国
小
学
生
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
東
北
大
会
５
年
以
下
ダ

ブ
ル
ス
優
勝

小
形
峰
樹
さ
ん
（
東
中
２
年
）

（
社
）
日
本
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

協
会
新
年
水
泳
競
技
大
会
13
〜
14

歳
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
優
勝
、
全
国

春
季
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
県
予
選
会
14
歳

50
㍍
平
泳
ぎ
優
勝

小
口
貴
幸
さ
ん
（
南
陽
高
３
年
）

平
成
15
年
度
山
形
県
高
等
学
校
体

育
大
会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
優
勝

横
澤　

純
さ
ん
（
霞
城
学
園
高
）

第
50
回
山
形
県
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
総
合
体
育
大
会
軟
式
野
球

競
技
優
勝

横
澤
拓
也
さ
ん
（
霞
城
学
園
高
）

第
50
回
山
形
県
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
総
合
体
育
大
会
軟
式
野
球

競
技
優
勝

川
部
隆
志
さ
ん
（
霞
城
学
園
高
）

第
50
回
山
形
県
高
等
学
校
定
時
制

通
信
制
総
合
体
育
大
会
軟
式
野
球

競
技
優
勝

江
口
聡
さ
ん

第
49
回
東
北
教
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
優
勝

フ
�
ニ
�
ク
ス
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）

第
49
回
山
形
県
総
合
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
優
勝

▼
栄
光
賞

今　

康
幸
さ
ん
（
長
井
高
２
年
）

第
47
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

平成15年度白鷹町体育協会表彰

出
場

安
達
孝
志
さ
ん
（
長
井
高
３
年
）

第
47
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

出
場

横
澤
秀
憲
さ
ん
（
長
井
高
３
年
）

第
47
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

出
場

鈴
木
琢
也
さ
ん
（
東
海
大
山
形
高

2
年
）

平
成
15
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
空
手
競
技
出
場

小
林
祐
貴
さ
ん
（
南
陽
高
２
年
）

平
成
15
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
出

場後
藤
章
紀
さ
ん
（
南
陽
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

技
選
手
権
大
会
出
場

鈴
木
靖
規
さ
ん
（
南
陽
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

技
選
手
権
大
会
出
場

高
木
康
広
さ
ん
（
南
陽
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
襲
競

技
選
手
権
大
会
出
場

▼
特
別
賞

別
府　

明
さ
ん
（
白
鷹
陽
光
学
園
）

第
３
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
優

勝富
田
辰
雄
さ
ん
（
白
鷹
陽
光
学
園
）

第
３
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
優
勝

�
答
�
�
�
�

　

町
で
は
、
農
作
物
を
野
ね
ず
み

被
害
か
ら
守
る
目
的
で
、
町
内
単

位
で
年
間
１
〜
２
回
、
一
斉
に
農

薬
に
よ
る
駆
除
を
実
施
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
駆
除
の
効
果
が
見
え

な
い
こ
と
と
実
施
体
制
の
問
題
な

ど
が
あ
り
、
ま
た
、
駆
除
が
必
要

な
農
家
は
独
自
で
対
策
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
ぐ
る
み
の

一
斉
駆
除
は
平
成
12
年
度
か
ら
廃

止
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
個
別
農
家

ご
と
に
必
要
に
応
じ
た
駆
除
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
良
と

考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
農
林
課
農
業
振
興
係
）

荒
砥
駅
交
流
施
設
の

展
示
品
を
模
様
替
え

し
ま
し
た

�

�
羽
子
板
�
版
画
展
��
模

様
替
�
�
行
�
�
�
�
�

�

�
�
�
覧
�
�
�
�
�
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日
本
の
平
均
気
温
は
、
こ
の
１

０
０
年
間
に
約
１
度
上
昇
し
ま
し

た
。
こ
の
上
昇
は
、
地
球
の
平
均

気
温
の
上
昇
（
１
０
０
年
間
に
約

０
・
６
度
上
昇
）
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
省
エ
ネ
を

心
が
け
、
化
石
燃
料
（
石
油
・
石

炭
）
の
使
用
料
を
減
ら
す
こ
と
が
、

温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
…
暖
房
中
の
温
度
は
20

度
を
超
え
な
い
よ
う
に
設
定
を
。

フ
ィ
ル
タ
ー
は
ま
め
に
掃
除
し
ま

し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
…
冷
蔵
効
果
を
高
め
る
た

め
に
開
閉
の
回
数
を
減
ら
し
、
も

の
を
詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。
霜

と
り
を
ま
め
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

冷
蔵
庫
の
周
囲
に
す
き
間
を
あ
け

ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
…
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、

見
た
い
番
組
だ
け
見
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
音
量
や
明
る
さ
は
適

環
境
�
�
�
�

地
球
�
�
�
�
�
省
�
�
生
活

正
に
。
主
電
源
を
こ
ま
め
に
切
り

ま
し
ょ
う
。

照
明
器
具
…
家
族
が
同
じ
部
屋
で

団
ら
ん
し
、
誰
も
い
な
い
部
屋
の

照
明
は
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

照
明
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が

少
な
く
て
済
む
蛍
光
灯
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

炊
飯
ジ
ャ
ー
…
で
き
る
だ
け
保
温

機
能
を
使
わ
ず
、
必
要
な
と
き
に

加
温
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

買
い
物
…
買
い
物
袋
を
持
参
し
、

ご
み
の
減
量
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

使
い
捨
て
の
商
品
を
避
け
、
詰
め

替
え
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
商

品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
で
話
し
合
い
、
で
き
る
も

の
か
ら
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。

■
連
絡
先　

町
民
課
く
ら
し
・
環

境
推
進
係
�
☎
85

－

６
１
３
１
�

ごみ収集についてのお願い…ごみ収集所のとびらが雪で開けられず、収集できない場所があります。

　　　　　　　　　　　　　出されたごみをすべて取り出せるよう、各収集所の除雪にご協力ください。

⑤前傾振り開き・閉じ運動

前傾姿勢でおなかに力を入

れ、手首は内に巻いたまま、

閉じるときも力を抜かずゆ

っくりと。

⑨頭後方両腕曲げ・

　伸ばし運動

肩で背伸びをするつもり

で、腕を頭の上へ伸ばす

のがポイント。腕・ひじ

が頭の前に出ないように。

⑧両手前方振り上げ・

　下げ運動

ひじを伸ばして体から最

も遠くを通るように振り

上げ、ゆっくりおろす。

⑦片手後方振り上げ・

　下げ運動

片方の手をひざに置いて

上体を支え、握った腕を

ゆっくり振り上げ、ゆっ

くり戻す。

⑥両手巻上げ・下げ運動

両ひじを張るようにゆっ

くり引き上げ、力を込め

て押し下げる。

玄米ニギニギ体操で冬の運動不足を解消しよう！

先月に引き続き、今回は後半５つを紹介します。

※握力・腕力をつけるために、それ

　ぞれ10～20回繰り返しましょう。
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新
生
徒
会
リ
�
ダ
�
研
修
会

　

荒
砥
高
校
で
は
、
３
学
期
が
始

ま
る
１
月
８
日
、
９
日
に
新
生
徒

会
役
員
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
初
日
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
健
全

育
成
部
の
向
田
さ
ん
と
校
長
先
生
、

生
徒
課
長
の
海
野
先
生
に
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
か
に
荒
高

を
変
え
る
か
、
い
か
に
行
動
力
の

あ
る
生
徒
会
を
つ
く
る
か
な
ど
、

た
く
さ
ん
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
校
長
先
生
か
ら
は

「
わ
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
止
ま

っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
こ
か
ら
行

動
す
る
こ
と
で
良
く
な
っ
て
い
く

の
だ
。
前
へ
前
へ
と
進
ん
で
い
く

生
徒
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
印

象
に
残
る
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
話
し
合
い
で
は
、
荒

高
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
め
、
服
装

に
つ
い
て
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
昨

年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
愛
す
る
荒
高
、

変
え
て
見
せ
ま
す
荒
高
生
」
を
継

続
し
、
よ
り
具
体
的
な
活
動
目
標

を
掲
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
荒
砥
高
校
の
改
善
す
べ
き

点
を
あ
げ
、
新
た
に
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
に
５
つ
の
目
標
を
掲
げ
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
生
徒
会
か
ら
の
呼

び
か
け
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
呼
び
か
け
は
生
徒
会
全
体
で

行
い
、
ポ
ス
タ
ー
や
放
送
で
の
呼

び
か
け
は
広
報
委
員
会
と
生
活
委

員
会
が
担
当
す
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　

新
生
徒
会
の
始
動
が
い
よ
い
よ

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修

会
で
得
た
こ
と
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
生
徒
会
役
員
を
中
心
に
荒
高

生
全
員
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

�
愛
�
�
荒
高
�

�

変
�
�
見
�
�
�
荒
高
生
�

具
体
的
な
活
動
目
標
・
項
目

１
�
服
装
に
つ
い
て

２
�
校
舎
内
・
外
の
美
化
に
つ
い
て

３
�
交
通
マ
ナ
�
�
歩
行
・
自
転

　
　

車
�
に
つ
い
て

４
�
授
業
態
度
に
つ
い
て

５
�
全
体
集
会
の
重
要
性
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
15
年

度
の
教
育
施
策
の
重
点
を
決
め
、

議
会
を
は
じ
め
、
町
民
の
か
た
が

た
に
機
会
あ
る
ご
と
に
説
明
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
た
び
、

・
取
り
組
み
状
況
を
点
検
し
、
成

　

果
と
課
題
を
明
確
に
す
る

・
平
成
16
年
度
の
教
育
施
策
の
方

　

向
と
重
点
を
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
教
育
委
員
、
社

会
教
育
委
員
、
学
校
長
そ
し
て
事

務
局
員
の
計
37
人
に
よ
る
中
間
評

価
を
行
い
ま
し
た
。
方
法
は
、
重

点
毎
に
４
段
階
で
数
値
評
価
す
る

と
と
も
に
、
文
章
に
よ
る
評
価
を

併
用
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が

教
育
委
員
会
施
策

中
間
評
価
�
実
施

表
１
（
一
部
抜
粋
）
で
す
。

�
高
い
評
価
項
目
�

　

こ
の
た
び
の
中
間
評
価
で
高
い

評
価
を
受
け
た
取
組
み
は
、
カ
ン

ガ
ル
ー
ポ
ケ
ッ
ト
へ
の
活
動
支
援
、

地
区
及
び
分
館
の
公
民
館
活
動
、

子
ど
も
い
き
い
き
体
験
塾
の
開
催
、

白
鷹
学
講
座
の
開
催
、
お
話
の
会

の
開
催
、
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

実
施
、
学
習
指
導
員
（
東
根
小
、

荒
砥
小
）・
生
活
指
導
員（
西
中
、東

中
）の
配
置
、
東
中
大
規
模
改
造

・
荒
砥
小
プ
ー
ル
改
修
、
地
産
地

消
推
進
事
業（
主
に
給
食
）で
し
た
。

�
低
い
評
価
項
目
�

　

今
後
、
検
討
を
要
す
る
と
指
摘

さ
れ
た
項
目
は
、
公

民
館
と
学
校
が
共
に

取
組
む
子
ど
も
主
体

の
活
動
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
調
査
研
究
と
立
ち

上
げ
の
基
盤
づ
く
り
、

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

町
白
鷹
」
推
進
の
た

め
の
町
民
の
関
わ
り

方
、
荒
砥
高
等
学
校

を
支
援
し
続
け
る
体

制
づ
く
り
な
ど
で
し

た
。

�
今
後
�

　

教
育
委
員
会
で
は

こ
れ
ら
の
評
価
を
受

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

2.1

2.2

3.0

2.7

2.3

2.0

3.0

2.6

2.1

2.3

2.9

3.1

2.8

2.5

2.4

3.3

3.2

2.7

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

総合型地域スポーツクラブ調査研究事業

各地区社会体育振興会への支援と連携

各スポーツ施設・学校施設開放の有効利用

白鷹町体育協会、各競技団体の活動支援

公認審判員・公認指導者等有資格者の育成
競技力向上対策事業の推進

「ソフトボールの町白鷹」推進事業

第38回白鷹若鮎マラソン大会

町誕生49周年記念地区対抗駅伝競走大会

第2回東北学生駅伝大会

７ 町民誰もが気軽にスポーツ活動ができる
  環境づくりの推進

○総合型地域スポーツクラブの設立には困難も多いと思われるが、白鷹方式の実現をぜひ願い
たい
○体育担当者の苦労に感謝したい
○若鮎マラソン大会は、関係者の熱意もあって町民の大会意識が定着している
●活動している団体と有名無実化している団体への同じ支援はおかしい
●各体育施設と学校施設の今後のあり方を考えていくべき
●各種多数の大会などが催されているが、それぞれをよく精査し、切り捨てる大会も必要と思
われる。

け
、
平
成
15
年
度
末
ま
で
に
取
り

組
む
こ
と
を
明
確
に
し
、
来
年
度

の
教
育
施
策
の
重
点
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は
、

評
価
し
て
い
た
だ
い
た
か
た
が
た

に
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
問
い
合

わ
せ
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
お
答
え

し
ま
す
。

表１

平
成
16
年
度
の
主
な
学
校
関
連
日
程

入
学
式　

４
月
７
日（
小
・
中
学
校
と
も
に
）

卒
業
式　

小
学
校　

平
成
17
年
３
月
18
日

　
　
　
　

中
学
校　

平
成
17
年
３
月
16
日

地
区
中
学
校
駅
伝
大
会　

４
月
17
日

地
区
中
体
連
大
会　

６
月
19
日
・
20
日

地
区
新
人
大
会　

10
月
２
日
・
３
日



●16

●防災シリーズ11　そのときどうする !?

■問い合わせ　役場総務課（☎85－6122）、消防署白鷹分署（☎85－5242）

＜心肺蘇生法＞　　
救急車が到着するま

でに素早い応急処置

で大切な人を助けま

しょう！

８歳以上の子どもは大

人の処置法を行います

傷病者の発生

これらを医師または救急
隊が来るまで続行する

なんらかの反応があるか

意識があるか

胸の動きは十分か

呼吸音がはっきり聞こえるか

十分な呼吸をしているか

気道を確保する

人工呼吸（２回息を吹き込む）

※子どもの場合は心臓マッサージを 

　５回、人工呼吸を１回繰り返す

心臓マッサージの強さは
大人は3.5～５センチ程度くぼむ
くらい圧迫します

心臓マッサージと
人工呼吸を行う（15：２）

呼びかけたり、肩をたたいて刺激を与え反応をみる

119番に電話して救急車を呼んで！

気道確保（空気の通り道を作ります）

片手を額に当て、もう一方の手の人差し指

と中指の２本をあご先に当て、これを持ち上

げ、気道を確保する。

人工呼吸（口対口）

気道を確保しながら、相手の鼻をつまみ、口

を覆うようにして、空気が漏れないようにゆ

っくり、軽く胸が膨らむ程度吹き込みます。

①呼吸をしているか？（目で胸の動きを見たり、呼吸の音を聞く）

②せきをしているか？（むせるようなせき）

③体が動いているか？（手足が動いたり、顔をしかめたり）

心臓はこの位置です。
（左側ではありません）

手のひらの付け根だけ
で圧迫します。

両手を組んで相手に対
して垂直に圧迫します。

子どもの
心臓マッサージの目安

←１歳未満の子には指２本で
８歳未満の子には片手で→

ない

ない

ない

消防署では心肺蘇生法・ケガの応急処置等のいろいろな救急講習を行いますので、講習の申し込み
・質問などがあれば、お気軽に下記までご連絡ください。



佳
作　

何
も
彼か

も
輝
い
て
い
た
青
春
期　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

割
り
切
っ
て
若
い
世
代
と
話
し
合
う　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

か
ら
元
気　

若
い
者
に
は
負
け
ら
れ
ぬ　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

年
寄
り
の
若
い
頃
は
を
聞
き
飽
き
る　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

喜
寿
は
ま
だ
端
っ
こ
の
席
長
寿
会　
　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

ま
だ
若
い　

無
理
に
鏡
に
言
い
聞
か
せ　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
若
い
君
ら
の
出
番
で
す　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

齢と
し

一
つ
満
に
譲
っ
て
若
く
居
る　
　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

何
で
だ
ろ
う
男
は
若
い
方
を
向
く　
　
　
　

鮎　

貝
五
十
公
野　

忍

　

〃　

若
い
日
の
苦
労
自
慢
の
種
に
す
る　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

若
さ
故
迷
っ
た
頃
を
恋
し
が
る　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

若
く
な
い
齢
を
互
い
に
気
遺
っ
て　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

秀
逸　

昭
和
一
桁
ま
だ
若
者
に
負
け
ぬ
自
負　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

若
者
の
夢
ふ
わ
ふ
わ
と
フ
リ
ー
タ
ー　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

若
い
日
の
嘘
の
一
つ
に
責
め
ら
れ
る　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

太
鼓
打
つ
若
者
の
背
に
汗
光
る　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
老ろ
う
に
ゃ
く若

の
味
持
ち
寄
っ
て　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

若
い
日
を
お
し
ん
に
重
ね
見
て
い
ま
す　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

も
う
若
く
な
い
ナ
雪
掻か

き
雪
卸
し　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

若
者
の
夢
七な
な
い
ろ彩
の
虹
を
か
け　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

触
れ
な
い
で
置
こ
う
若
さ
の
勇
み
足　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

若
い
日
の
大
地
も
空
も
光
っ
て
た　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

五
客　

若
か
っ
た
母
に
抱
か
れ
て
い
る
写
真　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

振
り
向
け
ば
若
気
の
至
り
二
つ
三
つ　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

明
日
咲
く
若
芽
育
む
今
日
の
風　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

ぐ
ん
ぐ
ん
と
シ
ュ
プ
ー
ル
描
い
て
ゆ
く
若
さ　

山
口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

反
抗
期　

若
い
羽
ば
た
き
だ
と
思
う　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

人
位　

一
直
線　

燃
え
て
走
っ
た
若
い
頃　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
不
二
子

地
位　

若
さ
と
は
い
い
な
ァ
豆
の
木
を
登
る　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

天
位　

お
目
出
度
う
若
い
ふ
た
り
が
船
出
す
る　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

軸　
　

青
年
の
主
張
も
入
れ
た
町
造
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題　

「
歌（
唄
）」
二
月
末
日
ま
で　

「
遠
い
」
三
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

若
い　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選

大きくなったら お店屋さんごっこ

　　 広報しらたか　2004.2.12●17

ひがしね保育園

つぶ
やき

つぶ
やき ５歳男「ぼく、おっきくなったら

　　　　消防士になる」

５歳女「わたしお花屋さん」

３歳男「ぼく、りっぱなお父さん

　　　　になる」

５歳男「いらっしゃーい、いらっし

　　　　ゃーい、ゲームいりませんか」

４歳男「いくらですか」

５歳男「50円です」

３歳男「はいおつりでーす」

５歳男「冷蔵庫もありますよ」

３歳男「まだあります」

（家にあるので間に合っているとい

うこと）

ニチロ㈱
山形工場

至 箕和田

至 

鮎
貝

至 

荒
砥一

時
停
止

一
時
停
止

県
道
 
長
井
大
江
線

町道

ニチロ㈱
山形工場

至 箕和田

至 

鮎
貝

至 

荒
砥一

時
停
止

一
時
停
止

県
道
 
長
井
大
江
線

町道一時停止
一時停止

交通規制変更のお知らせ

　　通行には十分ご注意ください !!
　主要地方道長井大江線と町道の交差点（鮎貝地内）の交通規制が下図のように変更になりました。

　４方向すべて一時停止規制です。交通安全については十分注意して通行してください。

変更前 変更後
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▼
テ
ー
マ　

み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
！
健
康
な
暮
ら
し
の
で
き
る
町

▼
内
容　

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
�
元
気
ニ
コ
ニ

コ
し
ら
た
か
21
�
�
て
な
ん
だ
ろ

う
？（
午
前
10
時
〜
昼
12
時
）

白
鷹
町
の
健
康
増
進
計
画
「
元
気

ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
」
を
発
表

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
語
り
合
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

・
車
イ
ス
体
験
！
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

�
（
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）

普
段
、
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の

な
い
車
イ
ス
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
自
分
で
動
か
し
た
り
、
人

に
押
し
て
も
ら
っ
た
り
、
車
イ
ス

の
意
外
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

・
歯
ピ
カ
隊
が
や
�
て
く
る
！

（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

県
内
で
活
躍
す
る
歯
ピ
カ
隊
（
歯

科
衛
生
士
）
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な

た
の
お
口
の
中
を
ピ
カ
ピ
カ
に
し

て
く
れ
ま
す
。
お
口
す
っ
き
り
、

気
分
は
爽
快
！

＊
こ
の
他
、
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
が

い
っ
ぱ
い
！「
健
康
ま
つ
り
」に
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

 

�
話
�
会
�
�
�
回
記
念
行
事

�
絵
画
教
室
�

　

鶴
岡
市
出
身
で
「
き
い
ろ
い
ば

け
つ
」
の
絵
本
作
家
つ
ち
だ
よ
し

は
る
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
開
催
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
土
）　 

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
会
費　

２
０
０
円

●
お
絵
か
き
コ
�
ス
（
午
後
１
時

〜
２
時
20
分
）

▼
定
員　

１
０
０
人

▼
対
象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で　

●
絵
皿
コ
�
ス
（
午
後
２
時
30
分

〜
３
時
30
分
）

▼
定
員　

30
人

▼
対
象　

小
学
生
以
上

●
つ
ち
だ
よ
し
は
る
サ
イ
ン
会

▼
午
後
３
時
45
分
〜
５
時
45
分

＊
絵
本
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

●
�
14
の
心
を
き
い
て
�

　
　
　
　
　
　
　
　

絵
本
原
画
展

▼
い
つ　

２
月
25
日
（
水
）
〜
29

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
文
化
実

習
室

＊
入
場
無
料

▼
そ
の
他　

絵
画
教
室
は
チ
ケ
ッ

ト
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

白
鷹
町
立
図

書
館
、
白
鷹
町
教
育
委
員
会
、
各

 

白
鷹
学
講
座
�
�
案
内

 

田
勢
康
弘
講
演
会

　

白
鷹
町
に
た
い
へ
ん
ゆ
か
り
の

あ
る
田
勢
康
弘
さ
ん
は
、
日
本
経

済
新
聞
論
説
副
主
幹
と
い
う
現
職

か
ら
も
う
か
が
え
る
と
お
り
超
一

流
の
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
す
。

田
勢
さ
ん
は
、
日
本
経
済
新
聞
政

治
記
者
と
し
て
30
年
、
佐
藤
内
閣

か
ら
小
泉
内
閣
ま
で
18
人
の
総
理

大
臣
を
取
材
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
回
、
平
成
14
年
６
月
に
来
町

さ
れ
講
演
さ
れ
た
際
に
は
、
イ
ラ

ク
を
め
ぐ
る
国
際
紛
争
、
中
国
の

技
術
水
準
の
高
さ
、
日
本
の
政
治

家
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
も
政
治
に

つ
い
て
の
最
新
情
報
も
聞
か
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
６
日
（
土
）
夜
７

時
〜
（
６
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

▼
テ
ー
マ　

「
白
鷹
か
ら
世
界
を

見
る
」

▼
入
場
整
理
券　

入
場
は
無
料
で

す
が
、
入
場
整
理
券
（
中
・
高
生

券
・
一
般
券
）
が
必
要
で
す
。

▼
入
場
整
理
券
取
扱　

白
鷹
町
教

育
委
員
会
、
中
央
公
民
館
、
各
地

区
公
民
館
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白

鷹▼
定
員　

２
０
０
人

▼
主
催　

白
鷹
学
企
画
委
員
会
・

白
鷹
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

 

歴
史
講
演
会
�
研
究
発
表
会 

 

�
�
知
�
�

▼
い
つ　

３
月
４
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
内
容　

・
講
演
「
遅
日
庵
杜
哉
考
」

　

講
師　

奥
村
幸
雄
さ
ん

・
研
究
発
表

①
「〝
齋　

高
橋
氏
〞の
碑
に
つ
い

て

－

新
田

－

」

　

布
施
昭
一
さ
ん

②
「
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に

か
け
て
の
荒
砥
」

　

伊
藤
光
雄
さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

▼
主
催　

白
鷹
町
史
談
会
、
白
鷹

町
教
育
委
員
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

４
６
）

 

健
康
�
�
�
�
�
知
�
�

▼
い
つ　

２
月
29
日（
日
）　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
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地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

 

第
22
回
白
鷹
�
�
�
場
祭

▼
い
つ　

２
月
22
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
日
程　

午
前
10
時
〜
開
会
行
事

午
前
10
時
30
分
〜
み
か
ん
拾
い

午
前
11
時
30
分
〜
餅
つ
き
大
会　

随
時　

お
楽
し
み
抽
選
会

昼
12
時
〜
閉
会
行
事

※
白
鷹
ス
キ
ー
場
祭
当
日
は
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時
ま
で
リ
フ

ト
料
金
無
料

※
お
車
で
お
越
し
の
か
た
は
、
係

員
の
指
示
に
従
い
、
付
近
の
迷
惑

に
な
る
よ
う
な
駐
車
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

 

白
鷹
町
誕
生
50
年
記
念

 

第
28
回
�
�
�
川
柳
大
会

▼
い
つ　

４
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
課
題
・
選
者（
各
題
２
句
２
者
選
）

「
過
去
」
相
田
み
ち
る
・
横
山
白
陽

選

「
現
在
」
大
野
弥
生
・
長
沼
嘉
尚
選

「
夢
」
伊
藤
千
扇
・
坂
野
冬
眠
選

「
雑
詠
」
遠
藤
み
ゆ
き
・
黒
沢
か
か

し
選

「
席
題
」
１
者
選
、
２
題

＊
合
点
20
位
ま
で
呈
賞

▼
会
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食
、

句
集
代
）

▼
懇
親
会　

２
０
０
０
円
（
希
望

者
）

▼
投
句
の
み　

１
０
０
０
円
（
句

集
差
し
上
げ
ま
す
）

▼
投
句
し
め
き
り　

３
月
31
日

（
水
）

■
届
け
先　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

４
９
４　

菊
地
克
二
（
☎
85

－

６

５
５
８
）

 

第
24
回
白
鷹
町
�
�
�
�
�

 

�
�
�
大
会
参
加
�
�
�
募
集

▼
い
つ　

３
月
７
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
開
始

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
・
中
学
男
子

・
中
学
女
子

▼
参
加
資
格　

町
内
に
お
住
ま
い

の
か
た
、
ま
た
は
、
通
勤
通
学
し

て
い
る
学
生
、
社
会
人
の
か
た

▼
試
合
方
法　

原
則
と
し
て
地
区

対
抗
ト
―
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
い

ま
す
。
中
学
の
部
は
、
東
中
学
校

・
西
中
学
校
の
対
抗
と
し
ま
す
。

▼
申
込
し
め
き
り　

３
月
１
日

（
月
）

▼
申
込
方
法　

保
険
料
一
人
２
５

０
円
を
添
え
て
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
大
会
ま
で
、
毎
週
月
・
木
曜
日

に
練
習
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
東

中
学
校
体
育
館
で
夜
８
時
か
ら
で

す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

 

�
�
�
�
地
域
社
会

 

�
�
�
�
�
�
�
案
内

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
木
）
夜
７

時
〜

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

▼
内
容　

・
講
演
「
高
齢
社
会
を
考
え
る
」

　

講
師　

静
岡
大
学
教
授　

　
　
　
　
　
　
　

馬
居
政
幸
さ
ん

・
映
画
「
春
ふ
た
た
び
」

「
老
い
と
介
護
」
を
テ
ー
マ
に
、

思
い
や
り
と
感
謝
の
心
の
大
切
さ

を
描
く
感
動
の
ド
ラ
マ
で
す
。

＊
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
実
行
委

員
会
・
武
田
（
☎
85

－

１
４
１
２
）

 

西
置
賜

 

就
職
�
�
�
�
�
�
�
案
内

　

西
置
賜
雇
用
対
策
協
議
会
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井
の
共
催
で
、
合

同
就
職
面
接
会
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
19
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

タ
ス
ホ
テ
ル
２
階
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

▼
参
加
企
業　

管
内
企
業
が
20
社

程
度
参
加
予
定
（
参
加
企
業
名
と

職
種
に
つ
い
て
は
、
２
月
２
日
発

行
分
か
ら
の
『
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

井　

週
間
求
人
情
報
』
に
順
次
掲

載
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井

管
内
に
就
職
を
希
望
す
る
人
（
学

生
を
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井
（
☎
84

－

８
６
０
９
）

 

不
動
産
�
競
売
�
�
�

▼
物
件　

米
沢
市
ほ
か
の
宅
地
、

建
物
、
農
地
、
原
野
、
雑
種
地
な

ど
約
50
件

▼
物
件
明
細
書
閲
覧
期
間
と
場
所

　

３
月
３
日
（
水
）
ま
で
山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部

▼
入
札
期
間　

２
月
20
日
（
金
）

〜
３
月
３
日
（
水
）
午
後
５
時

▼
入
札
場
所　

山
形
地
方
裁
判
所

米
沢
支
部
（
郵
送
可
）

▼
開
札
日
時　

３
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所
米
沢
支
部
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

 

置
賜
地
域
原
木
�
�
�
研
修
会

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
「
あ
ー
す
」

▼
内
容　

・
だ
れ
で
も
で
き
る
き
の
こ
栽
培

・
消
費
者
の
注
目
す
る
き
の
こ
と

は
？

・
き
の
こ
を
売
る
コ
ツ
と
は
？

・
原
木
き
の
こ
へ
の
挑
戦

▼
申
込
し
め
き
り　

２
月
20
日

（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
森
林
整
備
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
６
３
）

プレミアム商品券は
2月29日までお使いください

　プレミアム商品券の使用期限

は、２月29日（日）までとなっ

ています。

　その後は一切使用できません

ので、お早めにお使いください。
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早
い
も
の
で
あ
る
。
平
成
16
年

新
春
を
迎
え
た
と
思
っ
た
ら
、
も

う
１
カ
月
は
過
ぎ
て
い
る
。
満
天

の
星
空
で
あ
っ
た
元
旦
。
暖
冬
の

日
々
が
続
く
か
と
思
っ
た
ら
、
や

は
り
季
節
は
正
確
で
あ
る
。
下
旬

に
大
雪
が
続
き
、
あ
っ
と
い
う
間

に
屋
根
の
雪
下
ろ
し
、
除
雪
の
作

業
が
必
要
と
な
る
。
本
町
に
お
い

て
は
各
地
域
で
積
雪
量
が
違
い
、

す
で
に
何
度
も
雪
下
ろ
し
を
行
っ

た
家
庭
も
多
く
、
ご
苦
労
な
こ
と

で
あ
り
作
業
に
は
十
分
注
意
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
道
路
上
で
は
車

の
ス
リ
ッ
プ
な
ど
の
交
通
事
故
の

危
険
が
あ
り
、
十
分
安
全
運
転
を

心
が
け
ら
れ
る
よ
う
切
に
お
願
い

し
た
い
。

　

本
町
は
、
町
誕
生
（
昭
和
29
年

10
月
１
日
）
か
ら
50
年
を
迎
え
る
。

ち
ょ
う
ど
半
世
紀
と
な
る
。
考
え

て
み
る
と
人
生
50
年
と
言
わ
れ
る

言
葉
が
あ
る
が
、
長
い
歴
史
で
あ

る
。
１
世
紀
の
半
分
を
白
鷹
町
は

経
過
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　

本
町
は
、
町
を
包
み
込
む
よ
う

な
緑
の
山
並
み
に
囲
ま
れ
た
自
然

・
地
勢
の
中
に
あ
る
。
多
く
の
先

人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
、
長
年
培

わ
れ
て
き
た
伝
統
・
文
化
な
ど
を

保
ち
続
け
る
と
と
も
に
、
道
路
、

学
校
、
病
院
等
、
ま
た
ソ
フ
ト
面

で
も
時
代
と
と
も
に
暮
ら
し
や
す

さ
が
増
し
て
き
て
い
る
。
平
成
14

年
度
に
は
、
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
最

優
秀
賞
も
受
賞
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

こ
れ
ら
先
人
た
ち
の
築
き
あ
げ
た

本
町
を
ま
だ
ま
だ
住
み
よ
い
環
境

と
す
る
よ
う
、
後
世
に
引
き
継
ぐ

必
要
が
あ
る
。

　

今
、
平
成
16
年
度
の
町
予
算
の

編
成
中
で
あ
る
。
過
去
50
年
間
、

各
年
度
ど
の
よ
う
な
財
政
構
造
に

あ
っ
た
か
は
つ
ぶ
さ
に
見
な
い
と

わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
過
去

に
例
の
な
い
財
政
対
応
が
必
要
と

な
る
だ
ろ
う
。
日
本
経
済
は
上
昇

中
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

と
は
関
係
な
し
に
、
地
方
財
政
は

地
方
交
付
税
の
大
幅
減
な
ど
に
よ

り
、
大
幅
な
著
し
い
収
支
不
均
衡

の
中
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
市
町
村
が

ど
う
す
る
か
を
見
て
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、
わ
が
町
を
ど
う
い
う

目
標
を
持
っ
て
ど
う
行
う
の
が
最

適
か
を
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

道
元
禅
師
の
言
葉
に
「
眼
横
鼻

直
」
と
い
う
言
が
あ
る
。「
眼
は
横

に
、
鼻
は
ま
っ
す
ぐ
に
つ
い
て
い

る
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
に
行
う
」
と
い
う
意
と
あ
る
。

こ
の
変
革
の
時
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
時
代
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
先
の

見
通
し
を
立
て
つ
つ
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
行
う
べ
き
当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
に
行
う
、
こ
の

精
神
が
必
要
で
あ
る
。

�
本
格
的
�
冬
�
到
来
�
�
�
寒
�

�
�
苦
手
�
�
�
�
�
�
陽
射
�
�

恋
�
�
今
日
�
�
頃
�
雪
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
降
�

�
�
�
�
夜
�
家
�
帰
�
�
車
�
入

�
�
�
�
�
�
雪
�･･･

��
�
雪
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
多
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
鮎
�
寒
�
�
�
作
業
�
最
盛
期
�

迎
�
�
�
�
�
�
評
判
�
�
�
�
県

外
�
�
�
注
文
�
殺
到
�
�
�
�
�

�
�
�
�
皆
�
�
�
�
�
召
�
上
�

�
�
�
�
�
�
酒
�
肴
�
最
高
�
�

�
��
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

●12月23日 ▼1月22日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
十　王　小　関　次　郎　26
畔　藤　衣　袋　德次郎　75
荒砥甲　増　川　ヒ　テ　90
荒砥甲　金　子　と　み　81
荒砥乙　梅　澤　タカエ　83
荒砥甲　小　口　と　よ　83
荒砥甲　髙　橋　とめの　93
深　山　樋　口　かねよ　90
高　玉　五十嵐　たつ江　87
高　玉　佐　藤　　一　　76
荒砥甲　竹　田　丘　三　82
荒砥乙　鈴　木　隆　生　64
箕和田　迎　田　　勇　　86
畔　藤　齋　藤　健　二　62
黒　鴨　鈴　木　千代子　80
高　玉　佐　藤　ハルイ　72
箕和田　土　屋　チ　ン　78
山　口　砂　山　弘　司　63
荒砥乙　梅　津　三　助　90
荒砥甲　川　合　　勇　　81
浅　立　中　野　し　げ　80
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広
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戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

横田尻 中川 賢　一 一
かず

　輝
き

美　穂

中　山 布施 和　也 結
ゆう

　人
と

恵　梨

萩　野 紺野 真　史 聖
ひじり

さち子

畔　藤 新井 智　之 康
こう

　介
すけ

ひとみ

山　口 青木 　純 心
み

　洸
ひろ

葉　子

中　山 後藤 惣　一 愛
まな

　未
み

淑　恵

深　山 岩澤 学　広 璃
り

　音
お

さよ子

横田尻 遠藤 晴　海 柊
しゅう

　真
ま

奈津子

広　野 渋谷 幸　治 虎
たけ

　瑠
る

妙　子

山　口 菅 　悟 桜
おう

太
た

郎
ろう

咲　子

十　王 五十公野 政　人 海
かい

　輝
き

純　子

畔　藤 菅間 　正 祐
ゆう

　花
か

祐　美


